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第７ 総トン数の測度申請・漁船認定申請 

１ 漁船の総トンの測度 

  総トン数 20トン未満の漁船（一部船舶を除く。）は、あらかじめ、その船舶の所在場所を区

域とする都道府県知事、又は管轄する国土交通省令で定める行政官庁の行う船舶の総トン数の

測度を受けなければなりません。（小型漁船の総トン数の測度に関する政令第１条第１項） 

  建造又は改造の許可を受けた動力漁船がしゅん工し、又は改造工事が完成したときは、許可

の要件及び性能の基準と一致しているかどうかについて、許可した行政庁の認定を受けなけれ

ばなりません。ただし、計画総トン数５トン未満の動力漁船はこの限りではない。（法第８条） 

 

２ 総トン数の測度と漁船認定の手順 
 

１ 総トン数の測度依頼 （事務所と調整） 
 

２ 中間測度願届 ※様式 66頁 

上部構造物を設置する前に届出ること 

 

３ 計画変更許可申請等 （必要な場合のみ） 
 

４ 総トン数測度申請 （完成測度）※様式 65頁 
 

総トン数計算書、総トン数に関する証明書（県外で建造又は改造を行う場合） 
 

５ 漁船認定申請（しゅん工又は工事完成の３週間前） ※様式 67頁 

 

 

 

※計画総トン数4.8トン以上５トン未満の船舶では、しゅん工し、又は主要寸法改造工事完成時に、認

定に準じた「確認」をしますので、「漁船認定申請」に代え「漁船確認届」を提出してください。 

 

３ 留意事項 

（１）計画総トン数が５トン未満の漁船は、漁協職員による総トン数の測度結果や船舶製造者が

作成した総トン数測度調書等により、「小型（５トン未満）漁船の総トン数の測度に関する

調書」を作成することができます。 

（２）計画総トン数が５トン以上で、船舶の長さが１０メートル未満の漁船は、建造・改造等許可

及び認定が不要ですが、県等による総トン数の測度を受ける必要があります。 

（３）小型船舶を漁船へ転用する場合は、総トン数が数値表記してある登録事項証明書やメーカ

ーのカタログデータ等により、「小型（５トン未満）漁船の総トン数の測度に関する調書」

を作成することができます。ただし、カタログデータ等は測度の方法が、現行の規定と異な

る場合がありますのでご注意ください。 

（４）建造又は改造の途中で、総トン数が５トンを超えることが判明した場合は、県等による総

トン数の測度を受ける必要があります。 

（５）県外で、建造又は改造を行う場合、原則、契約造船所が所在する都道府県が総トン数の測度

を実施します。県が当該都道府県と調整しますのでご連絡ください。 

（６）計画総トン数 20トン以上の船舶は、国土交通省が総トン数の測度を行います。 

（７）中古の調整ジーゼルの推進機関に換装する場合、機関の確認が必要になります。 

  

認定通知書の交付 

６ 漁船登録申請 


